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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 
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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本補聴器工業会（JHIMA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産

業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，厚生労働大臣及び経済産業大臣

が改正した日本産業規格である。これによって，JIS C 5512:2015 は改正され，この規格に置き換えられ

た。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。厚生労働大臣，経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の

特許出願及び実用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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補聴器の性能特性の測定方法 

Measurement of the performance characteristics of hearing aids 

 
序文 

この規格は，2022 年に第 4 版として発行された IEC 60118-0 を基とし，技術的内容を変更して作成した

日本産業規格である。 

なお，この規格で，附属書 JA～附属書 JC は，対応国際規格にはない事項であるが規格利用者の利便性

及び技術水準の維持のために記載した。また，点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更して

いる事項である。技術的差異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JD に示す。 

1 適用範囲 

この規格は，音響カプラ又は密閉形擬似耳を用いた気導補聴器の性能特性の測定に推奨される方法につ

いて規定する。 

この規格は，補聴器の電気音響特性の測定及び評価，例えば，型式試験及び製造業者のデータシートに

適用可能である。 

この規格は，生産，出荷供給及び出荷時の品質保証のための，補聴器の性能特性の測定にも適用可能で

ある。 

この規格が規定する方法によって得られた測定結果は，特定の測定条件下での性能を表すものであり，

実使用条件下における補聴器の性能とは大きく異なる場合がある。 

この規格では主に附属書 JA による音響カプラを用いるが，これは補聴器に特定の音響インピーダンス

を負荷することだけを意図しているものであり，人の耳内に生じる音圧を模擬しているわけではない。正

常な人の耳内における出力レベルを反映した測定を行う場合には，IEC 60318-4:2010 による密閉形擬似耳

を用いることが可能である。拡張高周波数における測定及び耳内に深く挿入する補聴器の測定には，IEC 

60318-8 による音響カプラを用いることが可能である。 

この規格は，ワイヤレス入力，磁気誘導入力，電気入力など，非音響入力をもつ補聴器の測定にも対応

している。 

この規格は，擬似インサイチュ動作条件における補聴器の性能特性の測定は対象としていない。その測

定には，IEC 60118-8:2005 が適用可能である。 

また，使用者に合わせた典型的な設定及び音声に近い信号を用いた補聴器の測定についても対象として

いない。その測定には，JIS C 5516 が適用可能である。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 


